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よろこび　ふれあい　集い
〝区制50周年を新しいまちづくりの出発点に〟――昨年の区制50周年記

念事業区民会議の提言を受けて、区では、現在記念事業の実施にとりくん

でいます。また、区民の皆さんによる自主的な記念行事も始 まっています。

区
制
五
十
周
年
を
未
来
に
む
け
て

み

ん
な
で

つ
く
ろ
う
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち

十
月
一
日
に

記
念
式
典
と
区
民
の
つ
ど
い

区
民
憲
章
・

シ
ン
ボ
ル
の
制
定

足
立
区
が
誕
生
し
て
今
年
で
五
十

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
区
制
五
十
周

年
と
い
う
大
き
な
節
日
を
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
足
立
区
の
未
来

へ
向
け
て
の
記
念
日
と
し
た
い
も
の

で
す
。
足
立
区
の
満
五
十
歳
の
麗
生

日
、
十
月
一
日
に
は
、文
化
会
館
で
、

記
念
式
典
と
区
民
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

式
典
で
は
、
区
制
五
十
周
年
を
記

念
し
て
、永
年
区
政
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
の
特
別
表
彰
も
行
わ
れ
ま

呎
区
民
の
つ
ど
い
で
は
、足
立
区

民
の
総
意
に
基
づ
い
て
、ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
る
区
民
の
行
励
の
指
針
―

―

区
民
憲
章
の
制
定
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
き
い
き
と
し
た
地
域

活
勳
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
区
民
憲

酥
の
誕
生
か
待
た
れ
ま
す
。

ま
た
、
足
立
区
民
の
連
帯
を
象
徴

す
る
区
の
シ
ン
ボ
ル
の
制
定
も
行
わ

れ
ま
す
。
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

さ
く
ち
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、歌
、
旗
、

に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

こ
の
う
ち
、区
の
歌
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
区
民
の
皆
ざ
ん
か
ら
の
応
募

作
品
に
よ
り
入
遇
作
も
決
定
し
、
現

在
歌
洞
の
補
作
と
作
曲
が
、
團
伊
玖

蓆
氏
に
よ
っ
て
す
す
め
ち
れ
て
お

り
、
マ
ー
チ
と
と
も
に
十
月
一
日
当

日
の
発
表
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

都
市
提
携
・

区
民
の
日
発
表

区
民
の
つ
ど
い
で
は
、
足
立
区
と

都
市
提
携
を
結
ぶ
町
や
市
が
紹
介
さ

れ
、調
印
式
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

現
在
、
区
で
は
、
自
治
体
間
の
交

流
を
通
じ
、
相
互
の
住
民
の
活
動
の

場
を
広
げ
、
理
解
と
友
情
を
深
め
、

文
化
の
向
上
を
は
か
れ
る
都
市
提
挑

を
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
の
友
好
都
市
提
携
で
は
、
歴

史
的
な
結
び
つ
き
の
あ
っ
た
町
を
候

補
に
話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
す
、

広
く
海
外
の
都
市
と
も
姉
妹
都
市
の

提
携
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
足
立
区
誕
生
の
日
の
十
月

一
日
を
、
区
の
自
治
を
発
展
さ
せ
る

区
民
の
日
と
す
る
「
足
立
区
民
の
日
」

条
例
や
、
社
会
・
文
化
の
興
隆
に
功

纃
の
あ
っ
た
人
を
た
た
え
る
「
東
京

都
足
立
区
名
誉
区
民
条
例
」
が
六
月

の
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
ま
つ
り
に

参
加
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

多
彩
な

も
よ
お
し
も
の

区
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
区
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
運
営
委
員
会
議

(
か
鳥
重
次
議
畏
)
を
軸
と
し
て
、

区
制
五
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩

な
催
し
が
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
ご
齡
加

く
だ
さ
い
。

十
月
二
日
・
三
日
に
は
、
三
十
万

人
規
椣
の
区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
青
ま
つ

り
の
分
野
で
は
、
区
民
大
運
動
会
が

十
月
十
日
、
規
模
を
さ
ら
に
大
き
く

広
げ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、五

十
周
年
の
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
る
聖

火
リ
レ
ー
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
(

十
二
月
)
や
駅
伝
大
会
(
一
月
)
な

ど
の
他
、
幅
広
い
区
民
の
皆
さ
ん
の

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
る
け
あ

る
け
大
会
や
お
年
寄
り
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
な
ど
が
大
々
的

に
催
さ

れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。(
4

面
を
参
照
)

チ
ビ
ッ
子
議
会
や

記
念
大
売
出
し
も

文
化
ま
つ
り
に
は
、
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
区
内
小
半
生
に
よ
る

チ
ビ
ッ
子
議
会
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

区
政
や
地
方
自
冶
の
生
き
た
勉
強

の
鳩
と
し
て
、
活
発
な
〃
鮠
戦
〃
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
現
在
開
催
中
の
区
展

覧
会
(
七
月
十
六
日
ま
で
)
・
文
化

祭
(
十
月
～
十
一
月
)
等
に
加
え
、

恒
例
の
足
立
の
花
火
大
会
(
七
月
二

十
二
日
)
も
、
五
十
周
年
記
念
で
一

段
と
は
な
や
か
に
夏
の
夜
空
を
彩
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

暮
し
の
ま
つ
り
と
し
て
は
、
商
店

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
五
十
周
年
記
念

大
売
出
し
の
ほ
か
、
消
費
者
曩
な
ど

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
地
域
の
自
治
団
体
の
ま
つ

り
や
区
の
施
設
を
中
心
と
し
た
地
域

ま
つ
り
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(
4
面
を
参
照
)

都
市
農
業
公
園
・

日
本
庭
園
の
建
設

区
の
農
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
失
わ
れ
て
い
く
足
立
の
農
業
の

歴
史
を
と
ど
め
る
区
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
都
市
農
業
公
園
が
、
江
北

公
園
内
に
三
年
を
か
け
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
水
田
や
区
民
農
園
、
農
業
賢

料
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
等
が
つ

く
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
足
立
で
は
初
め
て
の
、
茶

室
の
あ
る
日
本
庭
園
も
三
年
計
画

で
、
花
畑
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
完
成
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
ワ
シ
ン
ト
ン
か

ら
里
帰
り
し
た
、か
つ
て
の
「
江
北
の

五
色
桜
」
の
苗
木
数
千
本
を
、
区
内

の
公
園
や
施
設
に
植
え
た
り
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
計
画

的
に
植
樹
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、昨
年
同
時
に
贈
ら
れ
た

〃
レ
ー
ガ
ン
桜
〟
の
記
念
植
樹
は
、

十
一
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

夢
は

こ
ぶ

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

〝
こ
れ
か
ら
の
足
立
区
〟
を
テ
ー

マ
と
し
た
区
内
小
・
中
学
生
対
象
の

「
五
十
周
年
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」が
、

す
で
に
六
月
か
ら
取
り
く
ま
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
一
方
で
は
五
十
年
後
、

百
年
後
の
区
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
、現
在
の
私
た
ち
の
暮
し
ぶ
り

や
風
俗
資
料
を
収
め
た
ぷ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
〟の
設
置
も
考
え
て
い
ま

す
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
容
器
を
ど

の
よ
う
な
質
の
も
の
に
す
る
か
、
何

の
資
料
を
収
集
・
保
管
す
る
か
な
ど
、

現
在
検
討
中
で
す
。

記
念
出
版
と
し
て
は
、
来
年
三
月

に
完
成
予
定
の
「
足
立
区
議
会
史
」

が
あ
り
、
こ
れ
は
足
立
区
の
誕
生
と

と
も
に
始
ま
っ
た
議
会
の
歴
史
を
つ

づ
る
貴
重
な
賢
料
と
な
り

ま
し
″

う
。
ま
た
、
区
で
は
年
々
住
居
表
示

搴
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

足
立
区
の
町
名
の
由
来
や
沿
革
を
記

録
す
る
「
足
立
区
町
名
の
由
来
」
も

発
行
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、半
世
紀
に
わ
た
る
足
立

の
あ
ゆ
み
を
目
で
確
か
め
る
「五
十

年
の
あ
ゆ
み
写
真
巣
(
仮
称
)
」も
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
編

集
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
区
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
お
閥
い

合
わ
せ
は
、
地
域
振
興
課
へ

。

歴
史
を
生
か
し
未
来
に
の
び
る 区民フェスティバルの

コンパニオン募集

ふ
れ
あ
い
の
場
、
区
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
、
親
し

み
や
す
く
明
る
い
健
康
な
女
性
を

区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
十
月
二
日
・
三
日
)

の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
は
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
パ

レ
ー
ド
な
ど
、
各
種
の

傭
し
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

や
会
場
案
内
等
、
ま
つ
り
運
営
の

一
端
を
に
な
う
も
の
で
す
。
ど
う

ぞ
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の

十
八
歳
以
上
の
女
性
(

昭
和
三
十
九
年
四

月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
)

募
集
人
員
　
二
十
名
程

度
応
募
方
法
　
履
歴
書
と

写
真
(
正
面
向
き
、上

半
身
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

ズ
版
)
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

応
募
期
限
　
七
月
二
十
日

応
募
・
問
合
せ
先
　
地
域
振
興
課

区
民
ま
つ
り
担
当
(
〒
Ⅲ
千
住

一
ー
四
-
一
八
)

足立区50周年記念事業
□

記

念
行

事

▽
記
念
式
典
…
名
誉
区
民
願
彰
、

特

別
表

彰

▽

区

民
の

つ

ど
い

…
区

民

憲

章
・

シ

ン

ボ
ル

発
表

、
記
念

講
演

、

有

名
故

人

紹
介

▽
区
民
憲
章
制
定
推
進
…
制
定
、

発

表

、

推
進

▽
区
民
の
日
制
定
…
制
定

▽
区
の
シ
ン
ボ
ル
制
定
…
制
定

(
歌

、
花

、
木

、
旗
)

▽
都
市
提
携
…
選
定
、
調
印
、
発
表

□
区

民

ま
つ

り

▽
区

民

フ

ェ
ス
テ

ィ

バ

ル
…

オ
ー

プ

ニ

ン

グ
セ

レ
モ

ニ

ー
、
ア
ト

ラ

ク

シ

ー
ン

、
レ
ク

リ
ェ
ー

シ
'

ン

、
展

示

、
出
店

、

パ

レ
ー

ド

▽
体
青
ま
つ
り
…
区
民
大
還
助

会

、
あ
る

け

あ
る

け
大

会

、
0
ー

ト

レ
ー
ス
大

会

、
区

民

駅
伝

大

会

、
心

身

障
客

者
(

児
)

体

育

祭

、
ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

大

会
、
各

種

ス
ポ

ー
ツ
大

会
(
二
十

一
一
)

▽
文
化
ま
つ
り
…
区
民
芸
能
大

会

、文

化
祭

、区

展

覧
会

、
合

唱

コ
ン

ク
ー

ル

、郷

土
芸

能

大
会

、

花
火

大
会

、
老
人

芸

能
大

会
、

チ

ビ

ッ
子

議

会

▽

く
ら

し
の

ま

つ
り

…

健
康

ま

つ

り
、
区
民

ま

つ
り

大

売
出

し

、

消
費

者
展

、
消

エ
ネ

展
、
家

框

の

日

パ

レ
ー

ド
、
生

活
用

品

交

換
即

売
会

、
青

少
年

健

全
育

成

区

民

大
会

、
町

連
二

十

五
周

年

記
念

の

つ
ど

い

▽
地
域
ま
つ
り
…
地
域
団
体
主
催

行

事
、
地
域

施

設
主

他

行

事

□

記

念

事
業

▽
記
念
事
業
…
レ
ー
ガ
ン
桜
記
念

植
樹
、作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
区

民
ま
つ
り
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

募

集
、
婦

人
行

助

計
画

策

定
、

タ

イ

ム
カ

プ

セ
ル
設

置

▽

出

版

事
業
…
嶬

会

史
繩

さ

ん
、

「
足
立

区

町
名

の

由

来

」
発

行

、

「
足

立
史

談

」
保
存

版
、

五

十
年

の

あ

ゆ
み

写
真

集

▽
建
設
事
業
…
記
念
庭
園
造
成
、

都

市

農
業

公

園
建

設

、
郷

土

賚

料

館

建
設

、
桜
記

念

植
樹

区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

マ
ス
コ
ッ
ト
が
決
ま
り
ま
し
た

区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト
に
、
か
わ
い
い
マ
ー
ク
が

決
ま
り
ま
し
た
。
区
の
シ
ン
ボ
ル

に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
さ
く
ら
」

と
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
子
ど
も

た
ち
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参

加
を
よ
び
か
け
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
ワ
ッ

ペ
ン
や
T
シ
ャ
ツ
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
に
つ
か
わ
れ
、
ま
つ
り
を
も
り

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

足立
区民フ ェ ス

テ

ィ

バ

ル
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新庁舎を中央本町に
庁舎建設審議会から答申

足
立
区
庁
舎
建
設
審
議
会
(
会
長
・
加
藤
芳
太
郎
中
央
大
学
教
授
)
は
、
昨
年
七
月
、
区
長
か
ら

「
庁
舎
不
足
の
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
受
け
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
銅
壷
審
議
を
続
け

た
結
果
、
去
る
六
月
十
五
日

、
「
あ
る
べ
き
庁
舎
の
建
設
構
想
」
を
区
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
区
で

は
、
今
後
区
議
会
等
の
憲
向
を
き
き
な
が
ら

、
庁
舎
の
建
股
計
画
の
実
現
に
む
け
て
努
力
を
し
て
い

く
考
え
で
す
。
以
下
そ
の
答
申
に
つ
い
て
の
全
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は

じ

め
に

足
立
区
庁
舎
建
股
毒
議
会
は
、昭

和
五
十
六
年
七
月
十
七
日
、足
立
区

長
か
ら
「庁
合
不
足
の
抜
本
的
対
策

に
つ
い
て
」の
諮
問
を
受
け
た
。

諮
問
の
内
容
は
大
き
く
わ
け
て
、

二
項
目
か
ら
な
り
、
「(
1
)
足
立
区
庁

舎
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
」及
び
「(
2
)

庁
舎
建
設
計
画
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
」で
あ
っ
た
。

当
審
議
会
は
、区
本
庁
舎
の
狭
あ

い
過
密
な
現
状
や
第
二
庁
舎
を
は
じ

め
と
す
る
老
朽
木
造
庁
舎
の
実
態
、

來
庁
す
る
区
民
の
硫
動
状
況
、ま
た

各
種
業
務
・
用
務
に
よ
っ
て
区
内
各

地
へ
出
向
く
職
員
の
流
動
状
配
な

ど
、現
本
庁
舎
の
か
か
え
る
問
題
の

検
肘
か
ら
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
に
審

議
会
を
十
回
、起
草
委
員
会
を
三
回
開

催
し
、鋭
憲
検
肘
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
間
、臨
時
会
と
し
て
区
内
各

地
や
浦
和
市
庁
舎
の
視
察
な
ど
を
行

い
、
慎
重
に
審
議
を
す
す
め
た

。

足
立

区
庁
舎

の
現
状

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
義
と
す
る

区
政
に
お
い
て
は
、人
口
急
増
に
伴

う
サー
ビ
ス
拠
供
に
追
わ
れ
て
き
た
。

特
に
昭
和
四
十
二
年
以
降
、
区

の
発
展
に
伴
う
行
政
需
興
の
増
大
や

都
市
構
造
の
変
化
に
対
心
す
る
た
め

の
庁
舎
閥
題
に
つ
い
て
は
、
披
本
的

な
対
策
が
誚
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
木
庁
合
は
狭
あ
い
過
密
で
あ
り
、

執
務
面
積
の
狭
さ
は
そ
の
極
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
、
別
館
・
分
室
・
第

二
庁
合
な
ど
木
造
の
も
の
は
老
朽
度

が
著
し
く
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

財
源
の
多
く
を
都
区
財
政
調
整
交

付
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
財
政

系
盤
の
弱
い
当
区
は
、
職
員
の
増
加

に
対
し
て
は
、
絹
織
の
弾
力
的
な
還

常
や
、
事
務
処
理
の
近
代
化
・
効
家

化
に
よ
り
厳
し
い
抑
制
策
が
と
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
の

地
方
自
冶
法
改
正
な
ど
に
よ
る
一
連

の
自
治
禰
の
拡
充
へ
の
対
応
や
、
行

政
需
要
の
質
的
変
化
に
応
じ
て
、
態

外
の
整
備
も
求
め
ら
れ
、
組
織
と
人

貝
の
漸
川
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
庁
舎

問
嶬

は
よ
り

深
刻

な
も

の

と

な
っ

た
。今

日
の
状
況
で
は
、
日
々
来
庁
す

る
三
千
人
近
い
区
民
の
、
接
客
ス
ペ

ー
ス
や
客
侍
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
す
ら

困
雌
な
も
の
と
な
り
、会
議
室
や
洗

面
所

、
毒

類
等
の
保

管
ス
ペ

ー

ス
の

絶
対

的
な
不

足
は
日

常
業
務

に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
路
の
狭

さ
、
避
難
動
線
の
不
明
確
、
オ
フ

ィ
ス
家
具
転
倒
の
恐
れ
、
木
造
庁
舎

の
耐
震
・
火
災
対
策
な
ど
の
安
全
防

災
面
で
の
不
安
に
加
え
て
、
空
気
調

和
、
照
明
採
光
、
暖
冷
房
効
果
な
ど

執
務
・
環
境
面
で
の
問
題
も
多
い
。

議
会
部
分
に
お
い
て
も
、
委
員
会

窓
や
会
議
室
、
控
室
等
が
他
区
・
市

に
比
較
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
不
足
ま
た

は
狭
あ
い
で
あ
る
た
め
、
充

分
な
議
会
活
助
を
妨
げ
て
い
る
と
い

え
る
。

さ
ら
に
、
一
、
四
〇
〇
人
を
留
え

る
職
員
の
福
利
厚
生
的
な
部
分
に
つ

い
て
は
、
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

の
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
現
在
及
び

今
後
の
身
体
阻
書
者
等
に
対
す
る
、

後
述
す
る
よ
う
な
配
慮
に
つ

い
て

も、
現
庁
舎
で
は
改
暫
・
整
備
に
も

限
界
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得

な

い
。当

審
議
会
は
、
こ
う
し
た
状
態
が

有
効
で
効
串
的
な
住
民
へ
の
サー
ビ
ス
、

効
果
的
・
能
串
的
な
業
務
処
理

を
妨
げ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

職
員
の
生
産
性
の
向
上
、
創
造
性
の

発
揮
に
多
大
な
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

想
定
さ
れ
る
区
有
地
(
中
央
本
町
一
丁
目
に
あ
る
体
育
館
、文
化
会

館
、勤
労
福
祉
会
館
、中
央
公
園
な
ど
の
敷
地
)

足
立
区
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿

公
共
建
築
と
し
て
の
自
治
体
庁
舎

公
共
建
築
と
し
て
の
庁
合
は
、単

な
る
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
と
興
な
り
、

区
民
に
と
っ
て
地
方
自
治
の
中
心

「自
治
の
殿
堂
」と
し
て
、ま
た
、

公
共
の
場
「区
民
の
ブ
ラ
ザ
(
広
場
)
」

と
し
て
地
域
と
調
和
し
、
区

民
か
ら
裂
し
み
震
さ
れ
、
将
釆
に
わ

た
る
水
い
年
月
利
用
者
に
貢
献
で
き

る
、
文
化
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
必

要
か
あ
る

。

足
立
区
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿
の
基

本
的
認
識
と
し
て
は
、
「
自
由
と
平

和
を
愛
し
、差
本
的
人
権
と
民
主
主

義
を
保
障
し
た
日
本
国
憲
法
の
も
と

に
、区
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
真
の
福

祉
の
確
立
」を
基
本
理
念
に
、
「区

民
生
活
優
先
」
、
「区
民
参
加
に
よ

る
真
の
自
冶
の
確
立
」
、
「創
造
性

に
富
ん
だ
科
学
的
・
計
画
的
行
政
の

徹
底
」を
原
則
と
し
た
「足
立
区
基

本
構
想
」(
昭
和
五
十
三
年
十
二
月

策
定
)
、ま
た
、こ
れ
を
具
体
化
す

る
「調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み

よ
い
足
立
」(
「足
立
区
基
本
計
画
」

(
昭
和
五
十
五
年
十
月
策
朿
)
)
を
、

め
ざ
し
発
展
を
つ
づ
け
る
足
立
区
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

必
要
が
あ
る

。

以
上
の
諸
要
請
を
両
た
す
た
め
に

は
、庁
舎
建
設
の
計
画
に
開
す
る
指

針
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。①

七
十
万
都
市
と
し
て

、
区
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
効
果
的
に
発

揮
で
き
る
、
近
代
的
機
舵
を
も

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
区
民
の
生
命
と
財
直
を
守
る

う
え
か
ら
、
地
震
防
災
性
能
の

強
化
を
は
か
り
、
災
害
時
に
充

分
機
能
で
き
る
安
全
性
の
高
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
区
民
に
と
っ
て
親
し
み
の
も

て
る
、
老
人
・
身
体
障
害
者
な

と
区
民
各
層
に
利
用
し
や
す
い

開
か
れ
た
も
の
、
「
自
冶
の
中

心
」
、
「
区
民
交
流
の
場
」
で

あ
る
こ
と
。

④
緑
と
水
の
豊
か
な
、
発
展
す

る
足
立
を
象
徴
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
地
城
全
体
の
美
化
に
寄

与
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
な
ど

広
く
、
全
国
、
世
界
の
人
々
と

の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
国
際

的
に
も
適
用
す
る
品
位
と
風
拾

を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑥
長
期
的
視
点
か
ら
将
来
需
要

を
み
た
し
、
特
別
区
の
将
来
構
想

に
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

⑦
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
衛
生
対
策
を
充
分
配
處
す

る
と
同
時
に
、庁
合
維
持
管
理

機
能
の
総
合
化
を
は
か
る
な

ど
、維
持
管
理
の
し
や
す
さ
と

経
済
性
に
も
十
分
な
配
慮
を
加

え
て
お
く
こ
と
。

ま
た
、本
庁
舎
に
は
区
政
の
中
枢

と
し
て
、議
決
機
関
を
は
じ
め
、区

長
部
周
、行
政
委
員
会
等
の
本
庁
機

能
に
つ
い
て
、集
中
・
統
合
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、区
政
は

社
会
の
進
展
と
と
も
に
、た
え
ず
変

化
し
て
お
り
、本
庁
機
能
と
組
織
が

将
来
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
予
測

し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。こ
と
に
、

昨
年
八
月
「特
別
区
政
調
査
会
」よ

り
答
申
さ
れ
た
、
「特
例
」市
構
想

(※
)
へ
向
け
て
の
動
き
や
、
情
槻

の
伝
連
・
処
理
機
器
を
始
め
と
す
る

事
務
機
器
の
開
発
、
こ
れ
に
よ
る
一

路
処
瑶
の
近
代
化
、
合
理
化
な
ど
に

よ
っ
て
も
大
き
く
作
用
さ
れ
る
も
の

が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
「地
方
の
新
時
代
」・

「地
域
の
時
代
」が
叫
ば
れ
、
「最

初
の
政
府
」
・
「
身
近
か
な
政
府
」

の
充
実
と
い
う
大
き
な
社
会
的
潮
流

の
中
で

「
区
」
の
自
冶
権
能
は
、
よ

り
完
全
な
も
の
へ
と
近
づ
い
て
行
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
審
議
会
は
、こ
う
し
た
良
識
の

上
に
た
っ
て
、規
模
算
定
の
必
要
か

ら
、
人
口
に
比
例
す
る
業
務
の
性
格

及
び
処
理
件
数
、
事
務
処
理
手
法
の

改
善
に
伴
う
生
産
性
の
上
昇
等
を
勘

案
し
て

、
将
来
の
職
輿
数
の
推
叶
を

行
っ
た
。

そ
の
前
提
と
し
て
、現
行
の
組
織

形
態
、山
先
機
関
と
の
事
務
配
分
に

は
、今
後
と
も
大
き
な
変
更
は
加
え

ら
れ
な
い
も
の
と
し
、現
在
本
庁
合

に
属
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
別

館
・
分
窒
・
第
二
庁
舎
(
工
事
事
務

所
を
除
く
)
の
各
機
能
を
集
中
・
統

合
す
る
も
の
と
し
て
、推
計
を
行
っ
た

。種
々
の
方
法
に
よ
る
推
計
の
結

果
、昭
和
七
十
年
代
に
お
け
る
職
員

数
は
、い
ず
れ
も
二
千
人
程
度
の
も

の
と
な
っ
た
。そ
こ
で
、本
庁
舎
規
模

算
定
上
の
職
員
数
を
一
応
一
千
人

と
想
定
し
た
。

庁
舎
は
、効
果
的
な
事
務
処
理
の

た
め
の
充
分
な
執
穆
ス
ペ
ー
ス
、会
議
室

や
書
庫
、区
民
ホ
ー
ル
な
ど
の

特
別
用
途
ス
ペ
ー
ス
、ま
た
、安
全

性
を
充
分
考
え
た
階
段
・
通
路
等
の

共
用
部
分
が
確
保
さ
れ
、か
つ
将
来

の
面
積
需
要
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性

が
必
要
で
あ
る
。必
要
面
積
の
一
定

に
は
、
各
層
の
方
法
・
基
準
が
あ
る

が
、将
来
職
員
数
二
千
人
(
昭
和
七

十
年
時
点
)
を
も
と
に
試
算
を
す
る

と
、三
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら

三
万
六
千
平
方
メー
ト
ル
の
延
床
面
積

が
必
要
と
な
る
。

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
大
量
事
務

処
理
の
効
率
化
、
文
書
資
料
等
の
情

報
管
理
の
近
代
化
等
に
、
特
に
配
慮

を
加
え
、
本
庁
合
建
設
を
行
政
の
近

代
化
・
合
理
化
の
契
機
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
合
理
性
・

機
能
性
・
安
全
性
の
上
に
、
職
貝
の

利
意
工
夫
、
人
間
本
来
の
単
厳
の
回

復
を
追
求
し
て
行
く
こ
と
を
望
み
た

い
。

※
「
特
例
」
市
構
想
…
現
在
、地
方

自
冶
法
上
「特
別
地
方
公
共
団
体
」

と
し
て
制
限
を
う
け
て
い
る
二
十
三

特

別
区

を
一
般
の

市
・

町
・
村

と
同

じ
よ
う

に

、
「

普
通

地
方
公

共
団

体

」
の

「
市

」
に
改

め

、
そ

の
上

で

、
こ

れ
に

一
定
の

特
例
を

制
皮

上

、
設

け
よ

う
と
す

る
も
の

で

、

名
称

は

「
足

立
市

」
、
「
葛
飾

市

」
と
な

る
も
の
で

あ
る

。

庁
舎
の
位
置
(
足
立
区
庁
舎
の
位
置
)

足
立
区
本
庁
舎
の
総
合
的
な
建
設

計
画
の
策
定
は
、庁
舎
の
現
状
か
ら

み
て
、極
め
て
緊
急
を
要
す
る
課
題

で
あ
る
。そ
こ
で
、当
審
議
会
は
、

前
述
「公
共
建
築
と
し
て
の
自
冶
体

庁
舎
」で
示
し
た
計
画
に
関
す
る
七

つ
の
指
針
を
み
た
し
う
る
可
能
性
の

う
え
に
、
「長
期
的
珊
珊
と
早
息
な

実
現
可
施
性
」
、
「地
震
・
防
災
へ

の
対
応
」
、
「将
来
的
な
都
市
構
造

を
も
考
慮
し
た
全
区
民
か
ら
み
た
接

近
性
」及
ひ
「財
政
的
負
担
と
の
兼

ね
合
い
」の
四
点
を
重
視
し
て
、数

か
所
の
候
補
地
に
つ
い
て

○
敷
地
の
形
質
か
ら
み
た
適
正
規
倹

と
問
題
点

○
交
通
施
設
状
況
、距
離
別
・
時
間
距

離
別
人
口
分
布
、人
口
重
心
か

ら
の
距
離
等
位
置
の
利
便
性

○
開
運
す
る
公
共
施
設
等
の
集
積
度

合
○
土
地
利
用
上
の
特
性
や
そ
の

開

発
・
再
開
発
・
盤
楠
な
ど
衒
づ
く

り
と
の
開
連
な
ど

多
面
的
・
総
合
的
な
比
較
検
肘
を

行
っ
た
。

数
か
所
の
候
補
地
の
中
で
、
耙
対

的
優
位
性
を
も
つ
も
の
は
な
い
も
の

の
、
現
時
点
に
お
い
て
相
対
的
に
み

て
中
央
本
町
地
区
が
条
件
的
に
合
歓

す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

中
央
本
町
地
区
は
、餓
道
駅
か
ら

の
距
離
な
ど
難
点
も
あ
る
か
、当
該

地
を
含
め
た
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
、区
基
本
構
想
の
中
で
「防
災

避
難
拠
点
整
備
地
区
」に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、将

来
に
わ
た
る
地
域
瘴
癘
整
備
の
上
か

ら
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、隣
接
の
公
園
と
建

吻
周
辺
の
空
間
を
听
か
し
、緑
と
水

を
組
み
合
わ
せ
、2
1
世
紀
へ
飛
躍
す

る
足
立
区
の
象
徴
性
を
表
現
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

大
規
模
低
層
型
都
営
住
宅
の
改
良

高
層
化
事
業
に
よ
っ
て
、敷
地
を
生

み
出
し
、こ
れ
を
東
京
都
よ
り
取
得

し
て
利
用
す
る
案
や
、再
開
死
等
に

よ
う
て
敷
地
を
得
て
行
く
方
法
な
ど

も
提
案
さ
れ
た
が
、い
ず
れ
も
、用

地
の
確
保
ま
で
に
永
い
年
月
と
多
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
、か
つ
防
災
対
策
の
基

準
か
ら
も
相
対
的
優
位
に
あ
る
と
は

考
え
難
い
。加
え
て
そ
の
他
の
基
単

で
あ
る
早
急
な
実
現
の
可
能
性
や
財

政
的
負
担
の
面
で
問
題
が
多
く
、こ

れ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
に
た
る
条

件
に
乏
し
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
、将
来
的
に
は
堤
北
に
総
合
的

な
庁
舎
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
が
、

当
面
は
、
木
造
の
解
消
な
ど
緊
愚
的

な
対
策
を
は
か
り

、
兵
体
的
な
本
斤

脅
位
置
の
判
断
は
将
来
に
委
ね
た
い

と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
か

、
諮
閥
の

趣
旨
に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
た

。

し
た
が
っ
て
、本
庁
舎
の
位
置
は

中
央
本
町
地
区
(
体
育
館
・
文
化
会

館
等
の
敷
地
)
と
定
め
、計
画
的
段

階
的
な
建
設
計
画
に
早
急
に
着
手
し

て

、
将
来
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

千
住
地
区
現
本
庁
合
施
股
は
、延

床
面
積
で
一
万
三
千
平
方
メー
ト
ル

を
こ
え
る
規
模
を
も
つ
も
の
で
あ

り
、
千
住
地
区
全
体
の
開
死
・
整
備

を
進
め
る
う
え
で
の
重
要
拠
点
で
あ

る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
今
後
は

プ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

は
も
と
よ
り
、さ
ら
に
加
え
て
文
化

的
施
設
竝
ぴ
に
産
業
振
興
に
貫
献
す

る
諸
施
股
や
諸
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
、千
住
地
区
に
ふ
さ
わ
し
く
、

地
雌
の
活
性
化
と
そ
の
飛
躍
的
発
展

に
有
効
に
作
用
す
る
も
の
の
叶
固
化

の
検
討
に
、
で
き
る
限
り
早
急
に
着

手
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、梅
田
(
現
第
二
庁
合
)
地

区
は
、従
来
か
ら
地
城
セ
ン
タ
ー
用

地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、位
置

の
利
便
性
を
充
分
生
か
し
、中
規
模

公
会
堂
や
教
育
文
化
施
設
な
ど
一

般
区
民
が
広
汎
に
利
用
す
る
施
設
も

併
設
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
ほ
か
、当
審
議
会
が
調
査
を

し
た
西
新
井
地
区
も
、区
に
と
っ
て

真
に
枢
要
な
地
で
あ
る
。都
営
住
宅

の
建
替
高
層
化
が
可
能
と
な
る
時
点

で
は
、極
力
、区
の
中
心
的
施
設
用

地
に
転
用
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

に
対
し
要
請
し
、地
域
全
体
の
発
展
、環
境

整
備
に
役
立
て
て
行
く
こ
と
を

考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

(
3
面
に
続
く
)

「庁舎不足の抜本的対策について」
さきに糞廠から諮問のありました標記事項につ
きまして、調査審餓の結果、ここに結論を伶まし
たので、本文のとおり答申いたします。
昭和57年6月15日

足立区長　古性直殿

足立区庁舎建設審議会会長　加藤芳太郎

足立区庁舎建設審議会委員構成( 25名)

( 区議会議員)

岡 安 孝 明
鈴 木 仲 二
大神田賢次
石 川 純
平沢太郎
伊 原 光 一

茂出木 市 蔵
上田二郎
向 後 昭 三
菅 原 勲
石 川 千 代子
中 川 外 行

( 学 識 者)
伊 藤 滋
加 藤 芳太郎
小 島 重 次
( 区内関係団体等)
欄 元 正 典
旧口栄一
酒 井 省 三
市 川 勘 一
小 甘 茂
佐野寛
桂 富 美子
森 貞 子
( 区 に 勤 務 す る 職 員)

會 澤 福 壽
植 草 敏 雄

建
設
は
段
階
的に
=
昭
和
6
4年度
ま
で

足
立
区
庁
舎
建
設
計
画
の
基
本
方
針

本
庁
舎
の
機
能
と
規
模

前
記
「足
立
区
庁
舎
の
あ
る
べ
き

き
の
な
か
で
、本
庁
舎
建
設
計
画

の
揩
針
と
す
べ
き
こ
と
、ま
た
、全

体
的
な
規
模
や
機
能
に
つ
い
て
述
ぺ

た
が
、こ
こ
で
は
、本
斤
合
に
集

中
・
統
合
す
べ
き
機
能
及
ぴ
そ
れ
に

基
づ
く
規
模
等
、そ
の
基
本
的
な
も

の
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

区
役
所
本
庁
は
大
き
く
搬
決
機
関

と
執
行
機
関
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。執
行
機
闘
は
区
長
部
局
と

行
政
委
員
会
等
に
分
け
ら
れ
る
。こ

の
う
ち
、地
方
自
冶
霞
第
一
五
五
条

一
五
六
条
(
※
)
に
基
づ
き
、条
例

に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
峨
関

等
を
除
く
も
の
が
、一
応
本
庁
の
範

囲
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、土
木

の
工
事
実
施
部
門
で
あ
る
工
事
事
務

所
及
ひ
公
園
管
理
事
務
所
は
、そ
の

事
業
似
行
上
区
城
を
東
四
に
二
分
割

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
置
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
本
庁
合
に
吸
収
さ
れ
な
い
も
の

と
し
て
考
え
る
と
、
本
庁

合
に

集

中
・
統
合
す
べ
き
対
象
職
員
は
、昭

和
五
十
六
年
四
月
現
在
で
、一
、四
〇

二
名
で
あ
る
。

こ
の
本
庁
対
象
職
員
数
一
、四
〇

二
名
を
基
礎
に
、人
口
比
例
的
業
務

の
性
格
及
ぴ
処
理
件
数
と
、事
務
処

理
近
代
化
に
伴
う
生
産
性
の
上
昇
を

考
憲
に
入
れ
て
、将
来
の
職
員
歓
を

推
計
す
る
と
、昭
和
六
十
年
一
、五

九
〇
人
、昭
和
六
十
五
年
一
、七
九

〇
人
、昭
和
七
十
年
二
、〇
〇
〇
人

と
な
る
。こ
れ
に
基
づ
い
て
必
要
面

積
を
算
定
す
る
と
つ
き
の
よ
う
に
な
る
。

①

事
務
室
面
積
と
し
て
、
昭
和
六

十
年
で
七
、
七
九
五
平
方
メ
ー
ト

ル
、
昭
和
七
十
年
で
は
九
、
七
六

八
平
万
メ
ー
ト
ル
必
要
と
な
る
。

②
首
脳
部
室
・
行
政
委
員
塞
・
会

瞋
霊
・
書
庫
・
ホ
ー
ル
な
ど
の
特

別
用
途
寔
は
、
全
体
で
一
万
一
千

平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
確
保
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

③
議
会
関
係
ス
ペ
ー
ス
で
は
、委

員
会
室
等
を
機
能
的
に
光
分
な
ら

の
に
す
る
と
と
も
に
、独
立
性
を

尊
重
し
、将
来
に
予
剛
さ
れ
る
定
数
六

十
名
に
よ
り
算
定
す
る
と
、

現
在
の
二
倍
近
い
三
、二
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
面
険
が
必
要

と
な
る
。

④
機
槻
室
、
電
気
室
な
ど
の
設
備

関
係
室
は
二
、
五
C
C
平
方
メー

ト
ル
程
度
必
要
で
あ
る
。

⑤
階
及
・
皿
下
・
通
路
・
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ー
ホ
ー
ル
等
の
交
通
通
路
郎

分
而
積
は
、
各
室
面
積
合
肘
の
三

三
%
～
四
〇
%
程
度
、
八
、
六
〇
〇

甲
方
メ
ー
ト
ル
程
度
確
保
さ

れ
る
必
要
か
あ
る
。

以
上
①
か
ら
⑤
ま
で
を
合
計
し
た
全

体
面
積
は
、三
五
、〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。こ
の
ほ
か
、屋

内
、屋
外
を
含
め
収
容
台
数
二
〇
〇

台
程
度
の
駐
車
場
を
用
意
す
る
必
要

か
あ
る
。

※
地
方
自
治
法
一
五
五
条
、一
五
六
条…

支
所
、
出
張
所
の
股
置
、
保
健

所

等
の
行

政
機
関

の
設
置

本
庁
舎
の
建
設
構
想

こ
の
建
設
構
想
は
、
中
火
本
町
地

区
利
川
の
全
体
肝
画
と
、
そ
の
計
雨

の
巾
で
、
木
恣
斤
舎
の
解
消
等
緊
急

を
要
す
る
も
の
へ
の
対
策
に
着
手
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
段
階
的
に
鍵

設
肝
画
を
完
成
し
て
行
く
方
法
を
考

え
た
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
庁
舎
用
地
と
し
て
選
定
し
た
巾

火
本
町
地
区
に
し
て
も
、
文
化
会
館
・

動
労
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の

代
番
施
股
の
針
画
等
に
つ
い
て
、
現

在
の
と
こ
ろ
具
体
案
が
用
意
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
体
プ
ラ
ン

の
完
成
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
解
決
策
か
早
急

に
は
か
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
構
想
は
、
自
冶
体
に
お
け
る

本
庁
機
能
は
、
極
力
、
集
中
・
統
合

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
に
立

ち
、
将
来
を
展
望
し
つ
つ
本
庁
機
施

の
全
て
が
最
終
的
に
は
中
央
本
町
地

区
に
集
中
・
統
合
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
計
画
・
立
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

本
庁
舎
の
移
転
は
、
現
在
及
ぴ
将

米
世
代
の
全
区
民
に
と
っ
て
、
ま
た
、

立
地
す
る
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
区

民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
か

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
移
転
は
段
階
的
に
時
間

を
か
け
て
、
将
来
動
向
を
見
極
め
つ

つ
、
餌
重
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
時
的
な
多
額
の
財
敢
負

担
を
さ
け
る
上
か
ら
も
、
こ
う
し
た

柔
軟
な
対
応
の
方
が
よ
り
得
策
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で
こ

の
よ
う
な
段
階
的
万
法
は
、
設
備
面
等

で
二
重
投
賢
に
な
る
可
能
性
や
効

率
の
上
か
ら
難
点
が
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
本
搆
案
は
、
そ
れ
ら
の
難
点
を

さ
け
つ
つ
全
体
を
見
通
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

全
体
計
画
及
び

段
階
的
計
画
案

区
本
庁
舎
は
、
「
公
共
建
築
と
し

て
の
自
冶
体
庁
舎
」
で
示
し
た
七
つ

の
指
針
を
充
分
に
配
慮
し
て
、
全
体

計
画
で
の
規
模
は
将
来
隔
要
を
見
込

ん
で
、
延
床
面
積
で
三
万
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
程
度
と
す
る
。周
辺
地
区

と
の
環
境
調
和
、敷
地
の
形
状
な
ど

か
ら
、図
-
Ⅰ
の
よ
う
に
、北
側
地

区
(
体
育
姐
、プ
ー
ル
の
取
り
こ
わ

し
跡
地
)
に
比
較
的
低
一
の
も
の
　

(
延
床
面
積
一
万
平
万
メ
ー
ト
ル
極

度
)
を
配
置
し
て
、主
と
し
て
区
民

生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
窓
口
郎
門

及
ぴ
防
災
・
土
木
部
門
な
ど
を
収
容

す
る
。南
側
、公
園
に
接
し
て
高
層

棟
(
延
床
面
積
二
万
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
租
吹
)
を
配
し
、中
枢
一
理
部

門
及
ぴ
行
政
委
員
会
等
を
収
容
す

る
。亀
会
棟
は
概
ね
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
規
模
で
独
立
棟
と
し
て
、国

道
側
に
配
置
す
る
。

ま
た
、外
周
に
は
、歩
行
者
用
遭

路
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィー
路
な
ど
を
配

し
、
中
央
公
園
と
の
一
体
制
を
重
視

し
た
充
分
な
植
栽
を
ほ
ど
こ
す
な

ど
、
緑
と
水
の
潤
い
の
あ
る
空
間
を

造
り
出
し
、
地
岐
璋
塊
の
整
備
に
貢
献

で
き
る
も
の
と
す
る
必
要
が
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
全
体
計
画
を
段
階

的
に
す
す
め
る
に
は
、
比
較
的
容
易

に
奮
工
で
き
る
、
北
側
低
一
棟
を
篇

一
期
と
し
て
で
き
う
る
限
り
早
期
に

完
成
さ
せ
、
さ
し
せ
ま
っ
た
問
題
の

解
決
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
ひ
き
つ
づ
き
高
一
棟
・
議
会
棟
を

建
設
し
て
、
こ
れ
ら
三
棟
を
有
機
的

に
結
合
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
庁
機
能
は
、
こ
れ
ら
三
棟
の
完

成
を
み
て
、
行
政
の
近
代
化
・
効
串

化
、
自
冶
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
本

来
的
機
能
を
一
〇
〇
%
発
揮
で
き
る

わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
現
本

庁
舎
施
設
を
活
用
し
つ
つ
千
佳
地
区

で
の
一
連
の
施
設
計
画
も
進
展
を
み

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、全
体
計
画
の
目
標
は
、

諸
般
の
状
勢
の
変
化
を
勘

案
し

つ

つ
、
一
応
、『
足
立
ほ
基
本
叶
画
』
の

朗
間
内
(
昭
和
六
十
四
年
皮
)
と
す

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
一
期
(
低
一
棟
)
の
完

成
か
ら
全
体
計
画
完
了
ま
で
の
朋
間

に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
第
一
期
に
お
い
て
低
層
棟
に
収

容
す
る
部
門
ま
た
は
機
能
は
、
全
体

叶
画
完
成
後
の
配
置
を
充
分
考
慮
し

て
、
慎
重
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
将
来
と
も
低
一
楝
に

位
置
す
べ
き
都
門
か
当
初
よ
り
配
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

建 物配置略図

第 二 庁 舎

防
災
計
画
に
つ
い
て

区
本
庁
舎
は
、
災
害
時
に
お
い
て

対
策
本
部
か
設
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
建
物
の
耐
震
耐
火
性
能
の
強

化
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
災
害
対

策
本
部
と
し
て
の
機
能
か
充
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ

る
側
面
に
お
い
て
、
窄
に
特
段
の
配

息
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
当
毒

略
会
は
、
当
区
の
事
情
か
ら
災
害
対

策
課
を
中
心
に
、
災
客
対
策
本
都
と

し
て
機
能
す
る
に
必
要
な
手
立
て

は
、
極
力
第
一
期
に
お
い
て
実
瑰
し

不
測
の
事
態
に
早
息
に
備
え
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
先
に
も
述
べ
た

が
、
当
該
地
は
『
足
立
区
基
本
構
想
』

に
お
い
て
、
「
防
災
避
難
拠
点
整
備

地
区
」
と
位
一
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

防
火
帯
整
備
、
避
難
広
易
整
備
、
過
密

住
宅
整
備
な
ど
『
足
立
区
基
本
計

画
』
に
お
け
る
冊
事
業
を
強
力
に
実

施
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

庁
合
敷
地
及
ひ
隣
接
公
園
な
ど
は
、

で
き
る
か
ぎ
り
拡
張
し
、
安
全
性
を

高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

基
幹
施
設
計
画に

つ
い
て

駐
車
場
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
既

に
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
〇
台
理
皮
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
駐
車
場

法
に
基
づ
く
付
一

義
務
等
か
ら
想
定

し
た
も
の
で
、
理
想
と
し
て
は
、
こ

れ
を
さ
ら
に
上
回
る
も
の
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
駐
車
場

は
、
地
下
の
利
用
等
立
体
的
に
処
理

す
る
必
要
か
あ
る
。
ま
た
、
庁
舎
の

立
地
位
置
か
ら
自
転
車
利
用
は
、
大

幅
に
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
事
前
に
充
分
な
対

策
を
た
て
て
お
く
必
嬰
が
あ
る
。

暖
冷
月
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
は
、
長
期
的
観
点
か
ら
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
多
面
的
、
先
導
的

に
取
り
入
れ
た
、
効
率
の
良
い
も
の

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
給
配
水
の

面
か
ら
は
申
水
遠
の
利
用
も
検
肘
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

廃
棄
吻
処
理
に
つ
い
て
も
、
そ
の

大
半
が
紙
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

資
潭
化
を
考
憲
し
て
分
別
収
集
の
可

觴
な
方
式
を
用
憲
し
て
お
く
必
要
か

あ
ろ
う
。

ま
た
、身
障
者
対
策
の
面
で
は
、

施
設
の
利
用
を
望
ひ
全
て
の
区
民
佃

々
人
の
身
体
的
理
由
等
に
よ
り
、利

用
に
お
い
て
差
異
か
あ
っ
て
は
な
ら

す
、あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、一
害

者
の
利
用
妨
け
る
陣
甍
の
除
去
に
男
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、た
ん
に
采
庁

肴
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
ほ
か
に

、身
障
者
雇
用
の
う
え
か
ら
も
、設
備

や
機
能
を
補
う
装
置
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
。そ
の
主
そ
の
主
け
る
陣
甍
の
除
去
に

男
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、

た
ん
に
采
庁
肴
と
し
て
受
け
入
れ
る

と
い
う
ほ
か
に
、
身
障
者
雇
用
の
う

え
か
ら
も
、
設
備
や
機
能
を
補
う
装

置
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

主
な
整
備
内
容
と
し
て
は
、
車
椅
子

の
通
行
に
支
陣
の
な
い
、
ま
た
、
視

覚
障
書
者
の
通
行
に
支
障
の
な
い
構

内
通
略
、
視
寛
障
客
者
の
利
用
も
配

慮
し
た
呼
出
し
設
備
、
外
都
出
入
口

の
自
動
化
、
内
部
出
入
口
で
の
九
十

セ
ン
ヂ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
幅
の
確

保
、そ
の
ほ
か
廊
下
、募
務
室
配
置
、カ
ウ
ン
タ
ー

、便
所
、一
括
台
、自
勳
販
売
機
。畦

車
場
等
に
つ
い
て
も
「官
庁
営
糟
に
下
、募
務
室
配
置
、

カ
ウ
ン
タ
ー
、
便
所

、一

括
台
、
自

勳
販
売
機
、
畦
車
場
等
に
つ
い
て
も

「
官
庁
営
糟
に
お
け
る
身
体
障
害
者

の
利
用
を
考
慮
し
た
股
叶
指
針
(
昭

和
五
十
六
苹
二
月
鷆
設
憊
)

な
ど

を
充
分
取
り
入
れ
た
も
の
と
す
る
必

要
が
あ
る
。

主
要
な
事
務
処
理

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

区
に
お
け
る
日
常
の
事
務
処
理
の
中
で
、憲
口
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム

の
設
升
と
文
で
、憲
口
処
理
シ
ス
テ
ム
の

設
升
と
文
S
賢
料
の
処
理
管
理
シ
ス

テ
ム
の
改
暫
は
、
き
わ
め
て
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

恃
に
、一
般
区
民
般
区
民
か
最
も
利
用
す

る
窓
口
都
門
は

、
区
役
所
の
願
で
あ

り
、
区
役
所
に
対
す
る
評
価
の
大
半

は
窓
口
で
の
印
象
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る

。こ
の
よ
Iつ
に
、
恵
口
部
門
の

果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
く
、

今
後
さ
ら
に
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
る
上
か
ら
重
要
度
は
増
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
窓
口

部
門
は
、
低
膕
楝

二
陪
に
集
中

的
・
機
能
的
に
配
し
、
「
わ
か
り
や

す
い
・
待
た
せ
な
い
・
歩
か
せ
な
い

・
観
切
で
快
適
な
窓
口
」
を
爽
現
す

る
必
要

あ
る
。

情
報
伝
達
機
器
等
の
開
発
に

よ

り
a
R

蕃
本
台
帳
事
務
な
ど
窓
口

事
務
を
中
心
に
、
そ
の
処
理
シ
ス
テ

ム
は
大
き
く
変
ぽ
う
す
る
こ
と
も
予

測
さ
れ
る
。
将
来
を
見
通
し
た
計
画

を
立
て
、
庁
舎
礁
設
計
画
に
十
分
反

映
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

―方
、
文
一

賢
料
の
処
理
管
取
面

を
み
る
と
、
文
一

・
賢
料
の
増
大
に

伴
い
、
収
納
容
器
が
増
加
し
、
事
務

室
ス
ペ
ー
ス
を
狹
あ
い
化
さ
せ
、
収

納
容
器
の
不
統
一
も
あ
。て
執
務
環

現
は
き
わ
め
て
惠
く
、
保
管
S
転
倒

な
ど
防
災
上
か
ら
も
閥
一
が
あ
る
。

当
区
に
お
け
る
職
員
一
人
当
り
の
文
S

量

は
昭
和
五
十
六
年
の
I
ベ
で

三
こ
一
五
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
タ
ー
i
)

と
、
一
暖
的
m

と
さ
れ
る
二
・
○

フ
ァ
イ
ル
メ
ー
タ
ー
を
大
幅
に
上
回

っ
て
い
る

。
こ
れ
に
は
、
種
々
の
要

因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
文
一

・
賢
料

の
発
生
か
ら
脾
滅
に
至
る
シ
ス
テ
ム

に
も
閥
趨
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
毒
雎
会
は

、
こ
れ
を
改
善
す
る
に

『
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
』(

※
)
が
有
効
な
手
立
て
と
考
え
る
。

情

報
公
闘
へ

の
た
め

に
も

、
欠
く
こ

と
の

で
き

な
い
問
皿
で

あ
り

、
庁
舎

雖
飮

と
い

う
機
会

を
附

加
し

、
文
一

資
科
W

理
剛

皮
の
確

立
を
は

か
る

べ

く

、

早
急

に
準
儷
に

と
り
か

か
る

ぺ

き
で

あ
る
と

考
え
る

。

※
フ
ァ

イ
ル
メ

ー
タ

ー

文
一

童

を

そ
の

厚

さ
で

示
し

た
も
の
で

、
文
S

を
つ
み
上

げ
る
と

一
人
当

り
何

メ

ー
タ
ー

に
な
る
か

と

い

う

も

の

。

※
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
…

二
は
年
ア
メ
リ
カ
の
ロー
ズ
ノ
ウ

博
士

の
発
案

し
た
も

の
で
「

適
切

な
用

具
、
科

学
的
な

万
法

夸
用
い

て

、
唯
も

が
、
い
つ

で
も
、

容
易

に
文

書
夸
利

用
で
き

る
よ
う

に
す

る
文
S

の
総

合
的
な

整
理
方
法
J

で

あ
る
。
文
S

を
組
S

的
、

体
系

的
に

盤
理
・

保
管
し

、
文
S

の

私

物
化

旁
防
止

す
る
な

ど
、
我

が
国

で

広
く
普
及

し
て

い
る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る
。

交
通
対
策
及
び

動
線
計
画
に
つ
い
て

中
央
本
町
地
区
に
お
け
る
公
共
交

濔
機
関
の
整
備
状
況
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
良
好
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

特
に
鉄
遭
駅
か
ら
は
徒
歩
一
〇
分
を

こ
え
る
位
一
に
あ
り
、
バ
ユ
離
縁
密

度
も
は
な
は
だ
低
い
環
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
寄
駅
か
ら
の
歩
行
者
離
の

豊
備
や
バ
ス
褐
の
強
化
等
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
前
面
遭
路
は

交
通
量
の
は
げ
し
い
圃
遭
4

号

線

(
放
射
1
2号
)
で
あ
り
、
庁
合
へ
の

車
両
進
入
な
ど
の
交
通
処
璢
に
う
い

て
は
、
今
後
、
闘
係
機
M
の
協
力
を

得
て
解
決
に
あ
た
っ
て
行
く
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
当
破
地
が
人
口
重

心
に
至
近
で
区
の
中
央
部
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
利
用
や
徒
歩

に
よ
る
來
庁
は
大
幅
に
増
え
る
こ
と

が
予
嫖
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
庁
舎
を
中
心
に
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
、
自
転
車
専
用
離
、
歩
行
者

離
、
縁
遭
等
を
配
し
こ
れ
に
応
え
る

必
薺
が
あ
る
。
そ
し
て
、
将
来
的
な

解
決
方
法
と
し
て
は
、
五
反
野
、
榔

鳥
駅
聞
に
新
釈
の
股
一

を
弧
力
に
求

め
、
來
庁
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
区
中
央
部
に
お
け
る
地
域
卮

性
化
に
役
だ
て
て
行
く
必

要
が

あ

る
。区

役
所
本
庁
舎
に
は
、
日
々
三
千

人
近
い
来
訪
者
か
あ
る
。
こ
う
し
た

大
外
の
区
民
が
混
乱
す
る
こ

と
な

く
、
ま
た
、
庁
舎
S
惰
に
不
案
内
な

来
庁
者
が
迷
う
こ
と
な
く
。
目
的
場

所
に
行
け
る
よ
う
な
明
快
な
勵
練
処

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
。

一
般
来
庁
者
の
勳
練
と
職
員
や
物
品

搬
出
入
の
助
練
吭

極
力
騅

い
な

い
よ
う
に
設
け
、
夜
間
・
休
日
用
の

勵
練
は
、
一
理
体
勢
の
面
か
ら
も
特

段
の
配
慮
を
し
て
お
く
べ
き
で

あ

る
。以

上
、
こ
こ
で
の
攪
案
は
、
段
噌

的
に
庁
舎
殲
餃
を
す
す
め

る
た

め

の
、

】
応
の
計
画
と
そ
の
設
計
に
当

っ
て
考
慮
す
べ
き
基
本
的
事
項
に
つ

い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、

実
施
に
ひ
け
て
残
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
。
早
急
に
'
fえ
を
用
意
す
る
必

要
か
あ
る
。

お

わ

り

に

当
一
箪
会
は
、
一
方
に
お
い
て
緊

急
そ
要
す
る
問
題
を
解
消
し
つ
つ
、

他
方
に
お
い
て
将
来
の
あ
る
べ
き
姿

の
鳧
現
を
め
ざ
す
と
い
う
、
た
い
へ

ん
困
難
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
な
る
が
、
一
応
の
方
向
を
示
し

褥
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
の
建
設
構
想
を
達
成
す

る
に

は
、
現
価
格
で
も
総
工
費
は
I
〇
〇

億
円
を
超
え
る
も
の
と
見
込

ま
れ

る
。
こ
れ
か
ら
の
区
政
の
状
況
を
考

え
れ
ば
、
そ
の
爽
双
は
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
。
一
方
で
、
庁
舎
問
趣
が

解
決
し
な
い
た
め
に
、
千
住
地
区
や

梅
田
地
区
で
の
区
民
セ
ン
タ
ー
礁
設

な
ど
、
区
の
施
設
叶
画
の
進
艮
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
も
事
爽

で
あ
る
。

本
年
は
足
立
区
制
五
十
周
年
、
戦

後
地
方
自
冶
制
度
の
三
十
五
周
年
に

あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る
。

七
十
万
都
市
旁
め
ざ
し
、
」
進
す
る

足
立
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
、
現
在

及
ひ
将
来
の
区
民
の
象
徴

と
し
て

の
、
そ
の
自
治
の
殿
黨
、
自
治
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
庁
合
の
鳬
現
を
待
望

す
る
も
の
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
毒
糧
会
の
答
申
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は

、
庁
舎
対
策
宣
へ
。
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区民まつりのシンボルマーク

足立の新しいまつりにご参加を
地域まつりは、天候・会場等の都合により日程の変更等が考えられ
ますので、< わしくは、主催団体にお問い合わせぐださい。( なお、
すでに終っている地域は省きました)

区

民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
に

む

け

区
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
発
足

区
民
フ
ヱ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
際
に

運
営
し
て
い
く
区
民
ま
つ
り
実
行
委

貝
会
が
、
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
百
五
十
人

余
の
参
加
を
得
て
、
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
企
画
委
員
会
と

催
し
を
中
心
と
し
た
六
つ
の
専
門
部

会
に
わ
か
れ
て
、
ぼ

民
の
祭
芦

に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い
ま
つ
り
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
実
行
委
貝
会
ニ
ュ

ー
ス
を
通
じ
て
、
催
し
へ
の
参
加
な

ど
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〔
区
民
ま
つ
り
実
行
委
貝
会

〕

こ
ん
な
ま
つ
り
で
す

区
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

日
時
　
十
月
二
日
(
土
)
・
三
日
(

日
)

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

お
よ
び
隣
接
の
グ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
が
作
り
、
参
加
し
、盛
り
上
げ
、

ふ
れ
あ
い
の
よ
ろ
こ
び
を
昧
っ
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

「
区
の
お
知
ら
せ
」で
募
集
し
た
区

民
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

お
み
こ
し
、
太
鼓
、
舞
踊
、
マ
ジ
ヴ

ク
シ
'
―
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
手
作
り

バ
ザ
ー
ル
、
青
空
喫
茶
店
な
弌

た

く
さ
ん
の
催
し
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

ほ
か
に
、
皆
さ
ん
の
地
元
の
商
店

衝
の
人
バ
ザ
ー
火

お
米
屋
さ
ん
の

組
合
の
も
ち
つ
き
大
会
、
写
真
撮
影

会
、
古
本
市
な
ど
、
街
の
特
色
を
牛

か
し
た
催
し
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
土

の
に
お
い
の
す
る
郷
土
芸
能
、
足
立

消
防
保
存
会
の
い
な
せ
な
ま
と
い
や

木
遣
り
な
と
も
た
っ
ぶ
り
味
わ
え
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
コ
ン
廿
-

卜
、
寄

席
、
や
ぐ
ら
で
の
盆
踊
り
、
子
供
の

広
場
、
安
く
て
お
い
し
い
墺
擬
店
な

ど
、
催
し
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
(
区
民
部
地
域
振
興
課

区
民
ま
つ
り
担
当
)

君も私もまつりの主役

5
0周
年
記
念

地
域
ま
つ
り
も

は
じ
ま
る

出
張
所
の
管
轄
区
城
内
に
あ
る
町

会
・
自
治
会
連
合
会
で
は
、
地
域
の

発
展
を
は
か
る
た
め
、
山
車
、
み
こ

し
、
縁
日
、
盆
踊
り
等
多
彩
な
催
し

も
の
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
に
根
付
い

た
楽
し
い
ま
つ
り
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
出
張
所
管
内
の
青
少
年
対

策
地
区
委
員
会
は
、
青
少
年
が
手
軽

に
参
加
で
き
る
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
球
技
会
等
を
通
し
て
、
地
域
ぐ

る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
を
は
か
る

企
画
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
の
学
区
域
r
と

に
あ
る
地
区
少
年
団
体
協
議
会
は
、

子
供
会
の
連
合
体
で
、
対
象
主
体
は

子
供
会
の
会
員
と
父
兄
で
す
が
、
地

域
の
人
々
が
齡
加
で
き
る
各
種
の
仙

し
も
の
を
盛
り
込
ん
だ
還
動
会
等
を

通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
交
流
を
は
か
れ
る
よ

う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
ま
つ
り
と
し
て
は
、
こ
の
ほ

か
に
中
央
図
弁
館
を
は
じ
め
各
地
域

図
一
館
、
児
童
館
、
老
人
館
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
も
、
夏
ま

つ
り
や
老
人
芸
能
大
会
な
ど
、
工
夫

を
こ
ら
し
た
手
作
り
の
ま
つ
り
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
地
域
ま
つ

り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催

団
体
、
ま
た
は
各
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

出張所管内町会・自治会連合会

地区 少年団 体協議 会

青少年対策地区委員会

図書館・教育センター・温水プール

住 区 施 設

児 童 館 ・ 老 人 館
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